
戸山委員提出資料  

研究テーマ9  研究テーマ10  

③腰痛対策  ②膝痛対策  

仏療に関する研究  白川丁一問9旬耶九  （三方当するも   ＼示只ワ針U ／lコ7方〔トーl天トフ‘dlγlフ1   

当該研究に必要な研究期間（＿5年）  

変形性膝関節症患者に対して適切な日常生活動作の指導を行う  

局所麻酔による手術の試みを行うなど、更なる低侵襲手術の開発を目指  
す。（例えば、生体材料の開発を進めるなどし、脊椎圧迫骨折の治療を局  



戸山委員提出資料  

研究テーマ11  研究テーマ12  

骨折予防に関する具体的な基礎研究課題例   

・骨密度・骨強度に関する基礎研究   

骨芽細胞の機能と骨形成メカニズムの解明   
破骨細胞の機能・分化・骨吸収メカ土ズムの解明   
骨基質蛋白の作用・機序・役割等の解明   
骨代謝マーカーに関する基礎研究   



戸山委員提出資料  

研究テーマ13  

（∋腰痛対策   

分類  
・二該当するも  

のを選択）  
基礎研究  

当該研究に必要な研究期間  

病態解明に向けた基礎的な調査研究   

腰痛対策を進めるにあたっては、骨粗髭症性脊椎骨折発生に関する生体  
力学的研究をはじめ、基礎的な調査研究が必要。  

腰痛対策に関する具体的な基礎研究課題例  
・骨組髭症性脊椎骨折発生に関する生体力学的研究  

・骨強度に関する基礎研究  
・椎間板の変性メカニズム解明に関する基礎研究   
・脊髄・末梢神経のイメージングに関する基礎研究   
・痛み・疲れのメカニズム解明と可視化に関する基礎研究  

・圧迫性神経障害発現に関する神経生理学的■分子生物学的病態解明  
・その他骨粗髭症に関する基礎研究  

病態解明をすすめることにより、発症予防、早期診断、適切な治療を行  
うことが可能となり、介護予防に資する。  
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中村委員提出資料  

研究テーマ1  研究テーマ2  

（か骨折予防   ①骨折予防  

分類  

（該当するも  治療に関する研究  

のを選択）  

当該研究に必要な研究期間（10年～）   当該研究に必要な研究期間（～5年）   

研究   
大腿骨頚部骨折発生数に関する経年的なNation肌de研究   

8isphosphon8teによる85歳以上の高齢者に対する大腿骨頚部骨折防止 
テーマ  効果の検討   

【目的（研究が必要な理由）】   【目的（研究が必要な理由）】  

アメリカ・カナダおよびフィンランドの全国調査では、高齢者の大腿  
骨頚部骨折は95～6年を境に低下傾向が見られる。わが国でも2000年以  

大腿骨頚部骨折は高齢者人口の増加に伴い急速に増加する。ほとんど の 
ケースが骨折後は00Lが低下し要介護の対象となる。また、直接医療  しかし、わが国の特徴として、85歳以上の大月退  

真の増加要因ともなっており、その発生状況を経年的にモニターする ことが有効な策立てるのに必要である 
対を。  

おける大腿骨骨折の防止は、世界一の長寿国であるわが国にとって急  
務な課題である。  

【研究内容（概要）】  【研究内容（概要）】  

具体的  超高齢者大腿骨骨折予防モデル地区を選定し、Bjsphosphonate服用例   
内容  全国的な大腿骨発生数調査を行う。国民健康保険基金及び社会保険基 金に毎月請求される大腿骨頚部骨折例を収集することにより 

生数を啓示的にデータ化する。  
、年間発         と非服用例を設定し、コホ 

い、大腿骨頚部骨折発生数を比較検討する。  

【期待される成果】  【期待される成果】  

世界的にみて、85歳以上の超高齢者に有効な骨折防止のための介入法  
大腿骨頚部骨折の社会的影響を検討し、各種政策を推進するための基    は検討されていない。Bisphosphonateの安全性はすでに確立されてお  
本的な資料が得られる。   リ、超高齢者での効果の有無を明らかにできれば、骨折防止のための  

具体的な予防策の遂行も可能となる。  



中村委員提出資料  

研究テーマ3  研究テーマ4  

①骨折予防   ②膝痛対策  

分類  
（該当するも  疫学研究  

のを選択）  

当該研究に必要な研究期間（～5年）   当該研究に必要な研究期間（10年～）   

研究  
テーマ   

加齢に伴う骨強度低下に関連するコラーゲン架橋分子の同定と介入法の開発  加齢に伴う膝関節の変形と可動域制限に関する長期縦断的研究   

【目的（研究が必要な理由）】   【目的（研究が必要な理由）】  

加齢に伴う骨強度低下の要因は骨密度の低下とコラーゲンの劣化のふたつの  
要因が重要である。骨密度に関するデータは集積されてきたが、コラーゲン  
架橋の変化についてはデータは極めて少ない。しかし、糖尿病、高血圧症、  高齢者の腰痛の主要な原因は変形性膝関節症である。機能障害は主に  
高脂血症などのいわゆる生活習慣病における全身の代謝異常は骨の蛋白成分  変形と可動域制限によるが、その経年的な変化のデータは世界的にも  
の代謝とも関連し、骨質を劣化させる要図となっている。加齢に伴って増加  
する生活習慣病と骨折増加との関連を明らかにするには骨コラーゲンの分析  

⊂⊃  
が必須である。   

【研究内容（概要）】   【研究内容（概要）】  

具体的  
内容   

のコ 
にの 

バク代謝や糖代謝と関連する架橋分子の含量を比較する。  

【期待される成果】  【期待される成果】  

高齢者の骨強度低下に及ぼす全身的な生活習慣病の影響が明らかになると共  
に、高齢者の全身的な健康管理における骨の健康管理の重要性が明らかにな  

り、総合的な健康増進政策の推進に役立つ事実が得られる。  
となる骨格の健康維持政策を推進するための基礎資料となる。  



中村委員提出資料  

研究テーマ5  研究テーマ6  

②膝痛対策   ②腰痛対策  

分類  

（該当するも  治療に関する研究  
のを選択）  

当該研究に必要な研究期間（～5年）   当該研究に必要な研究期間（～5年）   

新規非ステロイド性消炎鎮痛剤セレコキシブ（COXⅡ選択的阻害剤）及   
研究  関節軟骨の破壊と磨耗を評価する代言射マーカーの開発    テーマ  びグルコサミンの変形性膝関節症進展防止効果に関する研究   

【目的（研究が必要な理由）】  【目的（研究が必要な理由）】  

腰痛の原因となる変形性膝関節症の診断は、現在のところX線写真のみ  
に依存している。診断基準にはX線像の定性的な分類が利用されるが、   高齢者の臆病の原因となる変形性膝関節症に対する薬物治療の効果に  
適切な定量的評価法がなく客観的な診断ないしは標準的な診断と予後  ついては、データが全くない。特にグルコサミンについては一般大衆  
予測ができないのが現状である。軟骨破壊の状態を定量的に評価する  薬として多量に使用されているにもかかわらず、その効果の有無につ  
には、MRlによる軟骨組織の体積評価とともに軟骨基質の破壊と形成の  

状態をモニターできる分子の同定と開発が急務である。   
一  

【研究内容（概要）】   【研究内容（概要）】  

具体的 内容  

ラーゲン破壊産物を測定し、3～5年の経過で変形性関節症の進行との  コレキサミンの関節軟骨磨耗防止効果を比較する。各群500例程度が必  
関連の有無を明らかにする。   要で、大規模介入試験となる。  

【期待される成果】  【期待される成果】  

変形性関節症の進行を予測できる軟骨代謝マーカーが明らかにされる  
臆病の原因となる変形性膝関節症が薬物治療により進展防止効果が得  

と新しい診断基準と治療法の評価に大きく寄与するとともに予防策推 進にも有用な基礎資料となる 

。  



中村委員提出資料  

研究テーマ7  研究テーマ8  

③腰痛対策   ③腰痛対策  

分類  
（該当するも  疫学研究・診断に関する研究  
のを選択）  

当該研究に必要な研究期間（～5年）   当該研究に必要な研究期間（～5年）   

研究   骨粗髭症の椎体骨折が高齢者の腰痛発生に及ぼす影響についての疫学  腰部脊柱管狭窄症の診断基準の作成と腰痛及び下肢痛に及ぼす影響の   
テーマ  研究   解明   

【目的（研究が必要な理由）】   【目的（研究が必要な理由）】  

高齢者の腰痛の発症には腰部脊柱管狭窄症が関与していると考えられ  高齢者の腰痛は多様であるが、中でも骨組髭症による椎体骨折の寄与 い 
が大き。しかし、椎体骨折及び円背、身長低下などの脊柱の形態変  
化が腰痛に及ぼす影響を具体的に採取したデータはない。  

とによる。  

【研究内容（概要）】   【研究内容（概要）】  

具体的  縦断的コホート研究。腰痛及び下肢痛に対するアンケート調査及び腰   

との関連性の有無を明らかにする。  

内容  コホート研究。縦断的なアンケート調査と脊柱の検診（身長測定、背 中の曲がりの測定、X線撮影）により腰痛発生頻度とこれらの変性所見        部X線撮影を含めた縦断的調査により高齢者の腰痛及び下肢痛を基準に して腰部脊柱管狭窄症の診断基準を作成し、その性能試験（感度、特  
異度）を行う。  

【期待される成果】   【期待される成果】  

高齢者の腰痛に及ぼす腰部脊柱管狭窄症の診断基準が確立されるとと  

らかになり、腰痛対策の基本的なデータとなる。  
骨組髭症及び椎体骨折が高齢者の腰痛にどの程度寄与しているかが明    もに高齢者の腰痛に及ぼす影響が具体的にデータと‘して明らかにな  

る。  



中村委員提出資料  

研究テーマ9  

③腰痛対策   

分類  

（該当するも  

のを選択）  

予防に関する研究・治療に関する研究  

当該研究に必要な研究期間（～5年）  

研究   高齢者の腰痛における抑捌犬態の関与の解明と掛犬態への介入による   
テーマ  腰痛改善効果の検討   

（目的（研究が必要な理由）】  

嵩齢者の腰痛には鬱状態の関与が想定され、精神機能と運動機能低下  
が重なって自立した生活の障害となっている可能性が大きい。しか  
し、高齢者の腰痛における鬱状態の占める割合や鬱状態に対する対策  
の腰痛及び高齢者の自立生活への効果や関連性は明らかでない。  

（J  

【研究内容（概要）】  

具体的                コホート研究。腰痛の発生頻度を調査するとともに、質問票にて鬱状   
内容   態の有無を評価する。これらの指標を使って、前向きに腰痛と劉犬態  

との関連性を明らかにし、さらに、抗鬱薬による介入が腰痛発生頻度  
に及ぼす効果を検討する。  

【期待される成果】  

高齢者の腰痛における抑鬱状態が明らかになり、腰痛対策の具体的な  

指針のひとつとなる情報が得られる。  
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水間委員提出資料  

研究テーマ1  研究テーマ2  

腰痛対策、腰痛対策  腰痛対策、腰痛対策   

分類  
（該当するも  

のを選択）   

疫学研究・予防に関する研究・ケア（支援）に関する研究  疫学研究  

当該研究に必要な研究期間（～2年）   当該研究に必要な研究期間（～2年）   

研究  
テーマ  膝関節痛、腰痛   膝関節痛、腰痛   

【目的（研究が必要な理由）】  【目的（研究が必要な理由）】  

膝関節痛や腰痛は有病率・有訴率ともに高齢となるにつれ頻度が高く  
なることは知られている。特に和式生活を送る上でADLを低下させ  
る要因となりうるものである。膝関節痛や腰痛が実際のADLやAP  
D」にどのような影響を与えているかを把握する。  

【研究内容（概要）】  【研究内容（概要）】  

要介喜隻認定者を対象として、主治医意見書からみた膝関節痛、腰痛の  
具体的  

内容   PD」）との関係等を調査し、分析等を行う。   痛・腰痛を有する者と要介護状態との関連についてを調査し分析を行  

。  

【期待される成果】  【期待される成果】  

介護予防対策の基礎資料とする。  要介護状態に至る原因としての膝関節痛・腰痛の存在を明確にする。  



水間委員提出資料  

研究テーマ3  

膝痛対策、腰痛対策  

分類  

（該当するも予防に関する研究・ケア（支援）に関する研究  
のを選択）  

当該研究に必要な研究期間（～5年）  

票 膝関節痛、腰痛  
【目的（研究が必要な理由）】  

膝関節痛や腰痛を有する者に対してどのような評価システムとアブ  
ローチが有効であるかを検討する。  

【研究内容（概要）】  

膝関節痛や腰痛を有する者に対して運動療法、生活指導、その他のア  
具体的 ブローチを実施する。それぞれに対して各種評価を行うとともに、各  
内容  アプローチの介入群ならびに非介入群との比較検討を行う。  

【期待される成果】  

介護予防に効果的な評価システムとアプローチ法の開発。  




